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この春、卒業して新しい生活を迎える

８人のみなさんが、写真とともに思い出

と希望を語ってくれました。

１，１３んなＳ跖嗜勣ご１１会へ

高

橋

大

介

さ
ん
（
古
佐
井
）

毎
朝
早
起
さ
し
て
新
聞
配
達
を
す
る
高
橋

さ
ん
。
道
を
行
き
交
う
人
と
さ
わ
や
か
に
あ

い
さ
つ
を
す
る
姿
は
近
所
で
評
判
で
す
。
高

校
二
年
の
と
き
か
ら
通
年
で
配
達
に
頑
張
っ

て
い
ま
す
が
、
バ
イ
ト
料
は
「
自
分
の
小
遣

い
に
し
て
い
ま
す
。
観
葉
植
物
を
育
て
る
の

に
使
っ
て
い
る
」
そ
う
で
す
。
四
月
に
は
埼

玉
県
で
ト
ラ
ッ
ク
運
転
手
と
し
て
デ
ビ
ュ
ー

し
ま
す
。

畑

中

初

美

さ
ん

夭

佐
井
）

高
校
時
代
は
、
む
つ
工
業
高
校
ラ
グ

ビ
ー
部
の
要
（
背
番
号
８
）
と
バ
ン
ド

の
ボ
ー
カ
リ
ス
ト
の
二
本
の
わ
ら
じ
で

忙
し
か
っ
た
毎
日
。
バ
ン
ド
は
、
同
級

生
ら
五
人
の
メ
ン
バ
ー
で
、
週
末
は
必

ず
演
奏
。
川
崎
市
の
製
造
関
係
の
会
社

に
就
職
し
ま
す
が
、
社
会
人
に
な
っ
で

も
、
「
一
緒
に
上
京
す
る
同
級
生
と
バ

ン
ド
活
動
を
続
け
た
い
で
す
。
」

長

島

貴

子

さ

ん

夭

佐

芒

長

島
さ

ん
（
写

真

左

）
の

思

い

出

は

、
京

都

、

姫
路

方

面

へ

行

っ
た

修

学

旅

行

。

新

幹

線

の

車

中

で

の

ワ

ン

カ

ッ

ト

で

す

。
「

夜

遅

く

ま

で
友

達
と

語
り

合

っ
て

た

の

で

、

朝

起

き

ら

れ

な

か

っ
た

」
そ

う

で

す

。
地

元

に

残

っ

て

働

き

た

い
と

い
う

念

願

が

か

な

い

、

村

内

の

食

堂

で
働

き

ま

す

。
「

お

客

様
へ

き

ち

ん

と

し

た

お

も

て

な
し

を

し

た

い

で

す

」
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船

越

一

也

君

牟

滝

）

ス
ポ
ー
ツ
万
能
な
船
越
さ
ん
（
写

真
左
）
は
、
卓
球
部
で
活
躍
し
て
い

ま
し
た
が
、
三
年
生
の
と
き
に
陸
上

の
三
種
競
技
に
挑
戦
。
す
る
と
県
大

会
で
は
四
位
に
入
り
、
東
北
大
会
で

も
十
数
位
と
い
う
成
績
を
お
さ
め
ま

し
た
。
写
真
は
秋
田
市
で
行
わ
れ
た

大
会
の
と
き
の
ひ
と
こ
ま
で
す
。「
高

校
で
は
ボ
ク
シ
ン
グ
を
や
っ
て
み
た

い
で
す
」

横

浜

か

お

り

さ
ん

（
磯
谷

）

明
る
い
性
格
で
み
ん
な
の
ム
ー
ド

メ
ー
カ
ー
。
生
徒
会
長
も
務
め
た
横

浜
さ
ん
は
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
一
筋
。

小
学
六
年
か
ら
始
め
、
め
ざ
め
き
と

力
を
つ
け
、
三
年
連
続
で
県
ベ
ス
ト

８

に
。
特
に
、二
年
生
の
と
き
は
岩

手
県
塩
釜
市
で
行
わ
れ
た
東
北
大
会

に
も
出
場
。「
高
校
に
進
学
し
て
も
、

バ
ド
ミ
ン
ト
ン
は
続
け
ま
す
」

舘

脇

綾

子

さ
ん
（
矢
越
）

佐
井
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
ト
ラ
ン
ペ
ッ

ト
で
パ
ー
ト
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
た
舘
脇
さ

ん
。
暑
い
夏
は
ほ
と
ん
ど
毎
日
練
習
に
明

け
暮
れ
ま
し
た
。
そ
の
か
い
あ
っ
て
、
一

年
と
三
年
の
時
は
県
大
会
に
も
出
場
で
き

ま
し
た
。
高
校
で
は
、
一
転
し
て
陸
上
を

や
っ
て
み
た
い
と
の
こ
と
。「
保
母
さ
ん

目
指
し
て
資
格
を
と
る
よ
う
努
力
し
ま

す
」

紊
し
が
つ
鳶
冫
修
学
旅
行

内

田

千

春

さ
ん

（
長
色

内
田
さ
ん
の
思
い
出
の
一
枚
は
、
修
学

旅
行
で
水
族
館
を
訪
れ
た
と
き
の
も
の
。

「
仙
台
の

ペ
ニ
ー
ラ
ン
ド
の
コ
ー
ヒ
ー

カ
ッ
プ
も
面
白
か
っ
た
。
夜
は
、
こ
わ
い

話
で
盛
り
上
か
っ
か
」
そ
う
で
す
。
学
校

の
児
童
会
長
も
務
め
た
彼
女
、
中
学
も
通

い
慣
れ
た
同
じ
校
舎
へ
通
い
ま
す
が
、「
勉

強
と
部
活
（
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
）
で
頑
張
り

ま
す
」

岡

村

翔

太

君

（
古
佐
廿

岡
村
君
は
、
小
岩
井
農
場
で
の
乗
馬
が

心
に
強
く
残
り
ま
し
た
。
手
づ
な
さ
ば
き

も
な
か
な
か
決
ま
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

「
遊
園
地
で
は
ジ
ェ
ッ
ト
コ
ー
ス
タ
ー
に

二
回
も
乗
っ
て
し
ま
っ
た
」
彼
は
、
佐
井

小
学
校
野
球
部
の
六
番
打
者
を
務
め
ま
し

た
。
「
中
学
校
に
行
っ
た
ら
、
卓
球
を
頑

張
り
た
い
と
思
い
ま
す
」



もらいましたよ

四

月

一

日

か

ら

お

使

い

に

な

れ

ま

す

個
人
消
費
の
拡
大
と
地
域
経
済
の
活

性
化
を
図
る
た
め
に
実
施
さ
れ
る
「
地

域
振
興
券
」
の
交
付
が
三
月
十
七
日
か

ら
始
ま
り
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、
原
田
地
区
で
は
、
ト
ッ

プ
を
切
っ
て
三
月
十
七
日
の
午
前
九
時

三
十
分
か
ら
、
生
活
改
善
セ
ン
タ
ー
で

交
付
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
会
場
に
一
番

乗
り
し
た
松
沢
勝
美
さ
ん
に
、
東
出
村

長
か
ら
地
域
振
興
券
（
二
万
円
分
）
が

手
渡
さ
れ
ま
し
た
（
写
真
）
。

こ

の
ほ
か
、
三
月
十
七
囗
か
ら
十

九

日

ま
で
の
三
日
間
、
村
内

の
七
つ
の
会

場

で
、
お
よ
そ
九
百
八
十
人
の
み
な
さ

ん
が
交
付
を
受
け
ま
し
た
。

地
域
振
興
券
は
、
今
月
一
日
か
ら
、

村
内

の
「
佐
井
村
地
域
振
興
券
取
扱
店
」

の
ポ
ス
タ
ー
の
貼

っ
て
あ

る
お
店
な
ど

で
、
現
金
と
同

じ
よ
う

に
使
う
こ
と

が

で
き
ま
す

（
た
だ
し
、
釣
り
銭
は
支
払

わ
れ
ま
せ
也

。

村

か

ら

転

出

す

る

と

き

は

？

四
月
は
引
っ
越
し
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
。

地
域
振
興
券
を
受

け
取

っ
た
後

に
、
佐

井
村
か
ら
他
の
市

町
村
へ
の
転
出

が
決

ま
り
、
転
出
先
で
券
を
使
用
し

た
い
方

に
は
、「
地
域
振
興
券
未
受
領
証
明
書
」

を
発
行
し
ま
す

（
た
だ
し
、
全
券
末
使

用
の
と
き
に
隕
り
ま
す
）
。

な

お
、
転
出
先
で
再
発
行

で
き

る
か

ど
う
か
確
認
す

る
必
要

が
あ
り
ま

す
か

ら
、
こ

の
よ
う
な
と
き
は
、
あ
ら
か
じ

め
左
記

へ
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

■
問

い
合

わ
せ

役

場
企
画
調
整
課

音
図
ｎ
乙
↓
↑
上
工

二
月
二
十
八
日
、
佐
井
中
学
校

体
育
館
を
会
場
に
両
大
会
が
開
催

さ
れ
、
団
体
戦
、
個
人
戦
と
も
に

熱
戦
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

■
小
学
生
大
会

回

幽

優
勝

佐
井
小
Ａ

準
優
勝

佐
井
小
Ｂ

第
三
位

佐
井
小
Ｃ
、
牛
滝
小

〔
閇

図

三
年
生
以
下

優
勝

船
越

裕
也
（
牛
滝
）

準
優
勝

坂
井

涼
（

々

）

第
三
位

中
西
大
二
郎
（

ク
）

ク

船
越

渉
（

ク
）

言
回

国
開
白

優
勝

太
田
裕
一
郎
（
佐
井
）

準
優
勝

若
山

裕
典
（

ク
）

第
三
位

山
本

尚
也
（
佐
井
）

ク

中
村

和
也
（

ク

）

圉

⑤

⑤

①

優
勝

福
田

裕
子
（
佐
井
）

準
優
勝

紀
伊
智
絵
美
（

々

）

第
三
位

坂
井

美
幸
（
牛
滝
）

ク

太
田

理
沙
（
佐
井
）

⑤

①

水

子

優
勝

樋
口

和
大
（
佐
井
）

準
優
勝

木
下

雅
也
（

ク

）

第
三
位

長
島
商
市
郎
（

ク

）

÷

竹
内

康
文
（

ク

）

⑤

①

削

①

優
勝

荒
川

千
春
（
牛
滝
）

準
優
勝

坂
井

遥
（

ク

）

第
三
位

開
山

友
紀
（
佐
井
）

ク

長
谷
川
希
美
（
牛
滝
）

因

①
剛

胆

優
勝

須
藤

哲
也
（
佐
井
）

凖
優
勝

山
本

伸
一
（

ク

）

第
三
位

田
中

強
（

ク

）

ク

坂
井

祐
太
（
牛
滝
）

因

添

削

①

優
勝

山
田

千
里
（
佐
井
）

準
優
勝

和
田

郁
美
（

ク

）

第
三
位

奥
本
友
理
子
（

ク

）

ク

田
名
部
要
恵
（

ク

）

■
一
般
団
体
戦

優
勝

教
員
Ａ

準
優
勝

教
員
Ｂ

第
三
位

フ
ァ
ミ
リ
ー
、
佐
井
中
Ａ

■
一
般
個
人
戦

優
勝

中
田

均

準
優
勝

｛
呂
澤

淳

第
三
位

平
井

匠
、
館
脇

秀



わいどの広場

防 災 行 政 用 無 線 が 充 実

村

の
防

災
行

政
用

無
線

が

こ

の
ほ

ど
更
新

さ
れ

、
運
用

を

開
始
し

ま
し

た
。

新
し

い
シ
ス

テ

ム
で
は
、

デ
ジ

タ
ル

化
に

よ
り

音
質

が

良

く
な
り

、
混

信
を

防
ぎ
ま

す

。
ま

た
、
す

べ
て

の
受
信

局

が
無
線

化

さ
れ
、

山
間

部

で

の
無
線

通
話

も
可

能
に

な

り

ま
し
た

。
さ

ら
に

、
気
象

衛
生

と

の
接
続

に
よ
り

自
動

的
に
津
波
警
報
が
流
れ
ま
す
。

な

お
、

ご
承
知

の
と

お
り
、

六

時

（
野

ば

ら
）
、

十

二

時

（
恋
は

水
色

）
、
十

八
時
（
夕

や

け
小

や
け
）

の
時

報
も
新

し

く
な

っ
て

い
ま
す

。

歌舞伎も料理もうまい ／食談義

新
鮮

な
海

の
幸
を

味
わ

い

な

が
ら
伝

統
芸

能
「

福
浦

の

歌

舞
伎
」

を
楽

し
ん

で
も

ら

う

食
談
義

ツ

ア
ー

が
匸

一
月

二
十
七
日
に
行
わ

れ
ま
し
た
。

今

年
で

八
回

目
を

数
え

る

こ

の
イ

ベ
ン
ト

。
会

場
の
福

浦

地
区
生

活
改

善
セ

ン

タ
ー

に

は
、
数

組

の
常
連

客
を
含

む

県
内
外

の
五

十
人
以

上

の

観

光
客

が
参
加

。
福

浦
漁
協

㈲

人
部

が
、
鱈

汁
、

い
く

ら

丼

、
煮
し

め

な
ど

の
ご
ち

そ

う

に
腕
を

振

る

い
、

ま
た

福

浦

芸
能

保
存
会

が
「

義
経
千

本

桜
」
を

熱
演

。
参

加
者

は

大

い
に
満
足
し

て
い
ま
し
た
。

チ ャレン ジ ノたこ づく り

二
月
二
十
七
日
と
三
月
六

日
の
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、

ア
ル
ザ
ス
Ｐ
Ｒ
広
場
で
、
小

中
学
生
約
二
十
人
が
、
た
こ

づ
く
り
に
挑
戦
し
ま
し
た
。

こ
れ
は
佐
井
村
観
光
協
会

な
ど
の
主
催
で
行
わ
れ
た
も

の
で
、
大
畑
光
男
さ
ん
ら
の

指
導
の
も
と
、
参
加
者
は
下

絵
塗
り
と
骨
組
み
作
り
に
熱

心
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
思

い
思
い
の
色
に
彩
ら
れ
た
手

作
り
の
た
こ
は
、
し
っ
か
り

と
糸
で
骨
組
み
が
施
さ
れ
ま

し
た
。
そ
し
て
、
強
い
風
の

も
と
、
た
こ
は
無
事
大
空
へ

舞
い
上
が
り
ま
し
た
。

新しい高規格救急 車配置

三

月
十

日
、
佐

井
消

防
分

署

に
新
し

い
高

規
格
救

急
車

が
納

車

さ
れ
ま
し

た

。

こ

の
救

急
車

（
ト

ヨ

タ

ー

（

イ

メ
デ
ィ
ッ

ク
ス
）

は
、

県

の
補
助

を
受
け

て
購

人
し

た

も
の
で

、
移
動

式
防

振

ベ

ッ
ト

リ

心
電
計

や
呼
吸

を
確

保
す

る
チ

ュ

ー
ブ
な

ど
、
多

く

の
応
急

処
佩
用

器
材

が
装

備

さ
れ

て

い
ま

す

。
こ

の
ほ

ど
任

命

さ
れ

た
署

の
救
急
救

命
士

が
、
搬

送
中

の
病
人

や

ケ

ガ
人

に
対
す

る
処

置
を
行

い
ま
す

が
、
今

ま
で

よ
り

も

応

急
処
置

が
ぐ

っ
と
充

実

す

る
こ

と

が
期
待

さ

れ
ま
す

。



平成１１年度予算 前年度比１０．６％減

（一般会計）

産
業

の
振
興

と

歴

史

・
文
化

と

の

調

和

を
目

指

し
て

去
る
三
月
村
議
会
定
例
会
で
、
平
成
十
一
年
度
佐
井
村
一
般
会
計

予
算
及
び
特
別
会
計
予
算
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

本
年
度
予
算
編
成
の
基
本
方
針
は
、
佐
井
村
振
興
計
画
及
び
佐
井

村
過
疎
地
域
活
性
化
計
画
に
基
づ
き
、
明
る
く
住
み
良
い
、
活
力
あ

ふ
れ
る
村
づ
く
り
を
推
進
し
、
住
民
福
祉
の
向
上
を
図
る
た
め
、
具

体
的
な
施
策
を
講
じ
た
も
の
で
す
。

一

生

活

環

境

の

整

備

と

地

域

の

安

全

対

策

道

路

橋

梁

整

備
・
両
佐
井
山
手
線
改
良
事
業

公

営

住

宅

整

備
・
村
営
住
宅
整
備
事
業
（
大
佐
井
新
町
地
区
）

消

防

施

設

整

備
・
防
災
行
政
用
無
線
施
設
整
備
事
業

災

害

防

止

対

策
・
急
傾
斜
地
対
策
事
業
負
担
金
（
矢
越
地
区
）

交

通

安

全

対

策
・
カ
ー
ブ
ミ
ラ
ー
の
設
置
（
五
基
）

」

保

健

・

医

療

と

福

祉

の

充

実

健

康

医

療

対

策
・
婦
人
の
健
康
づ
く
り
推
進
事
業

・
母
子
保
健
及
び
乳
幼
児
は
つ
ら
つ
育
成
事
業

・
乳
幼
児
及
び
三
才
児
健
康
診
査
事
業

・
老
人
保
健
事
業

環

境

衛

生

対

策
・
村
を
き
れ
い
に
す
る
運
動

・
不
燃
物
処
理
場
適
地
選
定
業
務

・
ご
み
焼
却
場
及
び
不
燃
物
処
理
場
補
修

社

会

福

祉

対

策
・
各
種
福
祉
団
体
活
動
費
補
助

・
地
域
福
祉
ほ
の
ぼ
の
交
流
事
業

・
重
度
心
身
障
害
者
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
医
療
費



・村民１人当たりの予算額 ９３８，７５０円（１，０３２，１８６円） Ｏ は前年度

総 務 費 民 生 費 衛 生 費 農林水産業費 商 工 費 土 木 費 消 防 費 教 育 費 公 債 費 諸 支 出 金

予 備 費

そ の 他

１３７，２３５円

（１３５，３１６円）

１１４，９９８円

（１１０，０４６円）

１０４，３７８円

（１００．６０５円）

１１３，１９７円

（１０１，８５６円）

２６，９０３円

（３１，８３８円）

４２，８０４円

（４５，４６７円）

８６，０５８円

山８，８３８円）

１０４，５６７円

（１８３，５２９円）

１６５，９８５円

（１６２，４３６円）

４２，６２５円

（４２，２５１円）

助
成
事
業

・
や
さ
し
い
ま
ち
づ
く
り
推
進
事
業

・
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
推
進
モ
デ
ル
事
業

老

人

福

祉

対

策
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
運
営
事
業

・
居
宅
生
活
支
援
及
び
在
宅
援
護
等
事
業

・
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
等
社
会
活
動
促
進
事
業

・
介
護
保
険
制
度
導
入
準
備
業
務

児

童

福

祉

対

策
・
へ
き
地
保
育
所
運
営
事
業
（
牛
滝
地
区
）

・
青
少
年
健
全
育
成
推
進
事
業

一

産

業

振

興

対

策

農

業

振

興

対

策
・
フ
ロ
ン
テ
ィ
ア
２１
農
業
・
農
村
活
性
化
事
業

・
林
野
活
用
畜
産
環
境
総
合
整
備
モ
デ
ル
事
業

林

業

振

興

対

策
・
流
域
森
林
総
合
整
備
事
業

・
公
有
林
保
育
管
理
事
業

・
ふ
る
さ
と
林
道
緊
急
整
備
事
業

（
犬
佐
井
川
添
線
・
黒
岩
線
）

水

産
業

振
興

対
策
・
電
源
地
域
温
排
水
等
広
域
対
策
費
補
助

・
村
営
水
産
物
加
工
処
理
施
設
運
営
事
業

・
並
型
魚
礁
設
置
事
業

・
長
後
、
福
浦
漁
港
漁
業
集
落
環
境
整
備
事
業

・
漁
港
事
業
負
担
金
（
牛
滝
・
磯
谷
）

商
工
観
光
振
興
対
策
・
企
業
誘
致
対
策
事
業

・
活
彩
あ
お
も
り
若
年
者
雇
用
奨
励
費
補
助

・
観
光
物
産
、
Ｐ
Ｒ
イ
ベ
ン
ト
事
業

・
仏
ケ
浦
港
湾
整
備
事
業
負
担
金

」

教

育

文

化

の

振

興

対

策

教

育

施

設

整

備
・
長
後
中
学
校
境
界
確
定
測
量
業
務

・
魅
力
あ
ふ
れ
る
学
校
づ
く
り
推
進
事
業

社

会

教

育

事

業
・
赤
十
字
の
里
づ
く
り
推
進
事
業

・
交
流
円
滑
化
推
進
モ
デ
ル
事
業
（
歌
舞
伎
の
館
）

・
天
然
記
念
物
食
害
対
策
事
業

保

健

体

育

事

業
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
費
補
助

特
別
会
計
予
算

国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計二
億
七
。
三
九
四
万
七
千
円

医
療
費
の
支
払
い
や
、
み
な
さ
ん
の
健
康
管
理
の
た
め
の
必

要
経
費
を
扱
う
会
計
。

老

人

保

健

特

別

会

計三
億
六
。
六
七
二
万
五
千
円

壮
年
期
か
ら
の
疾
病
予
防
、
健
康
づ
く
り
を
は
じ
め
、
老
人

医
療
費
を
扱
う
会
計
。

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計

二
億
八
二
二
万
四
千
円

清
潔
な
飲
料
水
を
供
給
す
る
た
め
、
水
道
施
設
の
建
設
や
維

持
管
理
を
扱
う
会
計
。

下

水

道

事

業

特

別

会

計一
億
五
。
五
四
九
万
一
千
円

健
康
で
快
適
な
生
活
環
境
の
確
保
と
公
共
用
水
域
及
び
海
辺

の
水
質
保
全
を
図
る
た
め
、
下
水
道
施
設
の
建
設
や
維
持
管
理

を
扱
う
会
計
。



啄哇碌だ籾

お母さんの大切なからだ

剪 でチェックしましょう

一
九
八
一
年
、
日
本
人
の
死
亡

原
因
の
第
一
位
と
な
っ
た
ガ
ン
は
、

そ
の
後
も
増
加
の
一
途
を
た
ど
り
、

今
で
は
約
三
人
に
一
人
が
ガ
ン
で

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
か
つ
て
は
死
の
病
と

恐
れ
ら
れ
て
い
た
ガ
ン
も
、
発
生

し
た
部
位
に
よ
り
差
異
は
あ
り
ま

す
が
、
早
期
に
発
見
し
て
治
療
す

れ
ば
完
治
す
る
病
気
に
な
っ
て
き

ま
し
た
。

ガ
ン
が
発
症
す
る
ま
で
に
は
、

二
〇
上

二
〇
年
か
か
る
と
い
わ
れ

て
い
ま
す
。
予
防
の
た
め
の
生
活

を
始
め
る
の
は
早
い
ほ
ど
よ
い
の

は
当
然
で
す
が
、
今
か
ら
で
も
決

し
て
遅
く
は
あ
り
ま
せ
ん
。

検

診
を
受

け
て
み
ま
せ
ん
か

四
月
十
一
丁

十
三
日
、
ア
ル
サ

ス
で
乳
が
ん
・
子
宮
が
ん
検
診
を

行
い
ま
す
。
年
に
一
度
は
検
診
を

受
け
、
大
切
な
自
分
の
体
を
点
検

し
て
み
ま
し
ょ
う
。

子
宮
が
ん
検
診

増
加
の
一
途
を
た
ど
る
ガ
ン
で

す
が
、
子
宮
が
ん
の
死
亡
率
は
低

下
し
て
い
ま
す
。

子
宮
が
ん
ば
、
早
期
な
ら
治
る

率
は
ほ
ぼ

Ｉ
〇
〇
％
。
集
団
検
診

の
普
及
で
自
覚
症
状
が
な
い
早
期

に
発
見
さ
れ
る
ヶ
－

ス
が
増
え
た

こ
と
が
大
き
く
貢
献
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
婦
人
科
の
診
察
を
受

け
る
の
を
恥
ず
か
し
か
っ
て
い
る

た
め
手
遅
れ
に
な
る
場
合
も
あ
り

ま
す
。

乳
が
ん
検
診

近
年
、
乳
が
ん
の
発
生
は
四
〇

～
五
〇
灑
代
を
ピ
ー
ク
に
増
加
傾

向
に
あ
り
、
二
〇
〇
一
年
に
は
胃

が
ん
を
抜
い
て
女
性
が
か
か
る
ガ

ン
の
一
位
に
な
る
と
推
定
さ
れ
て

い
ま
す
。

し
か
し
、
乳
が
ん
ば
手
術
に
よ
っ

て
七
〇
～
八
〇
％
が
治
る
、
治
療

成
績
の
よ
い
ガ
ン
の
ひ
と
つ
で
す
。

子宮がん検診の流れ

一 次 検 査

１。問 診

保健婦が年齢、月経暦、

妊娠・出産暦、中絶経

験の有無、婦人科の病

歴などを聞き取りする。

２。内 診

診察台に乗って、診察

を受ける。子宮が大き

くなっていないか、卵

軣が誌れてぃないか、

膣や頸管に異常がない

かなどをみる。

３。細胞診

子宮頸がんが発生しや

すい部位の粘膜を綿棒

やヘラなどでこすりと

り、細胞を調べる。検

査は一瞬で終了、痛み

も不快感もない。

乳がん検診の流れ

一 次 検 査

１。問 診

保 健婦 が結婚年

齢、病歴、最終月

経、妊娠暦などを

聞き取りする。

２。視 診

乳房や脇の下に異

常がないか観察。

３。触 診

医師と向かい合っ

て座った状態と、

診察台にあおむけ

に寝た状態で診察

を受ける。

視・触診の結果

何らかの疑わしい兆候がある方

乳房×線撮影法（精密検査）

マンモグラフィー

ともいい、乳房の

上下、左右をはさ

んで×線撮影をす

る。この検査で、

触診ではわかりに

くい小さなしこり

を発見できる。

み
ん
な
も
が
ん
は
ろ
う

む

し

歯

ゼ

ロ山本 拓実くん
（福 浦）

田中 美月ちゃん
（古佐井）

ちよつと ＤＥ

提供 食生活改善推進員

～野菜を食べない子どものために～

さつまいものかりんとう （１人分Ｉｌｌｋｃａｌ）

＜材料：６人分＞

さつまいも 大さじ１

油
グラニュ一糖 大さじ２

＜ 作り方＞

①さ つ まいも は皮 付 きの まま ス

ディック状に切る 。

②①を油で揚げ、熱いうち にグラ

ニュー糖をまぶす。



こ
ん
に
ち
は
／

社
会
福
祉
協
議
会

で
す

－

あ

た

た

か

い
介

護

を目

指

し

て

Ｉ

二
月
十
九
日
、
あ
す
な
ろ
交
流
室
で
『
介
護
基
礎

講
座
』
を
開
催
し
ま
し
た
。

お
年
寄
り
の
多
く
は
、
看
護
や
介
護
が
必
要
に

な
っ
た
場
合
で
も
、
で
き
る
だ
け
住
み
慣
れ
た
家
庭

や
地
域
で
生
活
し
た
い
と
望
ん
で
い
ま
す
。
本
格
的

な
高
齢
社
会
の
進
行
の
な
か
、
参
加
者
は
介
護
を
必

要
と
す
る
お
年
寄
り
を
自
宅
で
支
え
て
い
く
た
め
に

必
要
な
技
術
を
学
び
な
が
ら
、
介
護
に
対
す
る
理
解

を
深
め
ま
し
た
。

平
成
十
一
年
度

家
族
介
護
者
教
室

今
月
末
か
ら

高
齢
者
や
障
害
者
の
自
立
と
介

護
の
た
め
の
様
々
な
技
術
や
知
識

を
習
得
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

家
族
介
護
者
教
室
で
は
、
介
護

に
関
す
る
講
義
や
実
習
を
行
っ
た

り
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
職
員
が
直
接

お
宅
を
訪
問
し
て
相
談
や
指
導
を

行
っ
て
い
ま
す
。
介
護
に
興
味
の

あ
る
方
な
ら
ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気
軽
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

熱心に学習する参加者のみなさん

参
加
申
込
に
つ
い
て
は
、
い
つ

で
も
電
話
で
受
付
し
て
い
ま
す
。

Λ
日

時
▽

毎
月
最
終
金
曜
日

午
後
一
時
三
十
分
か
ら

午
後
三
時
三
十
分
ま
で

Λ
場

所
▽

佐
井
村
高
齢
者
生
活
福
祉
セ
ン

タ
ー
「
あ
す
な
ろ
」
デ
イ
ル
ー

ム
ま
た
は
希
望
者
宅

Λ
そ
の
他
▽

参
加
者
へ
の
送
迎
を
行
い
ま

す
。
内
容
・
日
時
は
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
事
前
に

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

家族介護者教室の予定

修学資金制度ご利用ください

・問い合わせ 佐井村社会福祉協議会 ａ⑩４１８１

高
校
、
短
大
、
大
学
と
年
々
ふ
く
ら
む
教

育
費
に
お
悩
み
の
方
は
い
ま
せ
ん
か
。

広
報
さ
い
三
月
号
で
も
お
知
ら
せ
し
ま
し

た
が
、
社
会
福
祉
協
議
会
が
窓
口
と
な
っ
て

貸
付
し
て
い
る
生
活
福
祉
資
金
の
修
学
資
金

と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
資
金
は
、
所
得
が
低
い
世
帯
の
人
が

高
校
、
短
大
、
大
学
に
就
学
（
入
学
）
す
る

の
に
必
要
な
経
費
を
無
利
子
で
貸
付
し
ま

す
。

修学資金の学校・学年別貸付限度額



交母だより

佐 井 村

交通安全母の会

～黄色い帽子がプレゼントされます～

黄

色

い
帽
子

に

込

め
ら

れ
た
秘

話
・
：

長
い
冬
も
終
わ
り
、
不
思
議
と

ワ
ク
ワ
ク
す
る
こ
の
季
節
。
今
年

も
二
十
八
名
の
新
入
学
児
童
が
入

学
式
を
迎
え
ま
す
。
す
っ
か
り
新

入
学
児
童
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た

「
黄
色
い
帽
子
」
が
今
年
も
プ
レ

ゼ
ン
ト
さ
れ
ま
す
。

実
は
、
何
気
な
く
か
ぶ
っ
て
い

る
こ
の
帽
子
に
は
、
知
ら
れ
ざ
る

秘
密
が
あ
る
の
で
す
。
そ
れ
は
、

見

舞

金

が

支

給

さ

れ

る

保
険
が
付
い
て
い
る
こ
と
で
す
。

こ
の
見
舞
金
は
、
黄
色
い
帽
子

を
か
ぶ
っ
て
い
る
児
童
が
交
通
事

故
に
遭
っ
た
場
合
に
支
給
さ
れ
る

と
い
う
も
の
で
す
。

そ
の
内
容
は
、

【
保
険
期
間
】

帽
子
が
渡
さ
れ
た
囗
か
ら

六
か
月
間

【
見
舞
金
】

亡
く
な
っ
た
と
き
↓

五
万
円

ヶ
ガ
を
し
た
と
き
↓
二
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。

入
学
式
を
間
近
に
控
え
、
不
安

や
期
待
を
胸
に
し
な
が
ら
も
学
校

生
活
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
お
子

さ
ん
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
た
め

に
も
、
学
校
に
行
く
と
き
に
隕
ら

ず
、
ふ
だ
ん
遊
び
に
行
く
と
き
も

「
黄
色
い
帽
子
」
を
か
ぶ
る
よ
う

声
を
か
け
て
や
っ
て
く
だ
さ
い
。

大間地区

安 協
去
る
三
月
三
日
、
ア
ル
ザ
ス
で

大
間
地
区
交
通
安
全
協
会
通
常
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
は
、
大
間
町
長
・
風
間
浦

村
長
・
佐
井
村
長
を
は
じ
め
、
三

か
町
村
の
交
通
安
全
対
策
協
議
会

会
長
や
大
間
警
察
署
長
な
ど
を
来

賓
に
招
き
、
十
年
度
事
業
報
告
、

収
支
決
算
、
十
一
年
度
事
業
計
画

な
ど
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
各
会
員
地
区
内
で
の

交
通
事
故
防
止
に
向
け
た
取
り
組

み
や
活
動
に
つ
い
て
活
発
な
意
見

が
出
さ
れ
、
盛
会
の
う
ち
に
終
わ

り
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
年
度
交
通
安
全
年

間
ス
ロ
ー
ガ
ン
と
し
て
次
の
こ
と

を
確
認
し
ま
し
た
。

な
お
、
総
会
に
先
立
ち
、
交
通

安
全
に
功
労
の
あ
っ
た
次
の
個

人
・
団
体
が
大
間
警
察
署
長
及
び

大
間
地
区
交
通
安
全
協
会
長
の
連

名
で
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

【
交
通
安
全
功
労
者
】

長
尾

千
代
子

【
優
良
運
転
者

無
事
故
無
違
反
運
転
者
】

・
三
十
五
年
以
上

佐
藤

良

二

中
村

民
雄

・
三
十
年
以
上

鹿
島

定
吉

・
二
十
年
以
上

田
中

正
美
、
松
村

ぬ
ゑ

・
十
五
年
以
上

金
澤

弘
子
、
松
谷

三
枝

【
運

転

者

に
対

す

る
も

の

】

広
げ
よ
う

ゆ
と
り
と
視
野
と

車
関
距
離

【
歩
行

者

・
自

転

車

利

用

者

に
対

す

る
も

の
一

迷
っ
た
ら渡
る
な
走
る
な

次
を
待
て

【
こ

ど

も

に
対

す

る
も

の
】

小
さ
な
手
大
き
く
み
せ
て

わ
た
ろ
う
よ

佐井村交通安全毋の会は、昭和５４年８月２１日に結成されて
今 年 で ２０ 年 を 迎 え ま す ！



～

ら
佐
井

駐
在

所

昔
図
２
２
１－
８

新
入
学
シ
ー
ズ
ン
の
到
来
で
す
。

全
村
を
あ
げ
て
新
入
学
園
児
を
交

通
事
故
か
ら
守
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
た
と
え
自
分
の
子
ど
も

で
な
く
と
も
声
掛
け
を
し
て
交
通

ル
ー
ル
を
教
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

○
横
断
歩
道
を
正
し
く
渡
る

○
道
路
で
遊
ば
な
い
、
ふ
ざ
け
な
い

○
道
路
に
飛
び
出
さ
な
い

○
家
か
ら
出
る
と
き
、
左
右
を
見

る
癖
を
つ
け
さ
せ
る

な
ど
が
で
き
れ
ば
事
故
に
は
遭
い

ま
せ
ん
。
保
護
者
の
方
が
手
本
を

見
せ
る
と
効
果
は
倍
増
し
ま
す
。

二
月
二
十
八
日
、
糠
森
地
区
の

国
道
で
、
乗
用
車
が
賍
車
中
の
ト

ラ
ッ
ク
の
荷
台
か
ら
は
み
出
て
い

た
鉄
筋
に
衝
突
し
、
フ
ロ
ン
ト
ガ

ラ
ス
が
割
れ
、
視
界
不
良
の
ま
ま

走
行
し
て
路
肩
に
落
ち
る
と
い
う

事
故
が
起
き
ま
し
た
。
「
大
丈
夫

よ
け
ら
れ
る
だ
ろ
う
」
と
の
判
断

ミ
ス
が
原
因
で
す
。「
だ
ろ
う
」

運
転
は
大
事
故
を
招
く
こ
と
を
忘

れ
ず
に
が
‥

佐
井
村
の
方
々
の
地
域
安
全
に

対
す
る
関
心
は
極
め
て
高
く
、
昨

年
一
年
間
だ
け
で
も
早
い
通
報
に

よ
り
犯
人
を
検
挙
で
き
た
事
例
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
例
え
ば

○
牛
滝
地
区
で
の
不
審
者

○
悪
徳
商
法
の
早
期
発
見

○
夜
間
の
暴
走
車
両

○
寄
付
を
訴
え
て
回
る
不
審
者

な
ど
で
す
。
「
様
子
が
お
か
し
い
」

「
変
な
人
が
う
ろ
つ
い
て
い
る
」

と
き
は
、
す
ぐ
通
報
し
て
く
だ
さ

い
。

春
に
な
る
と
、
ど
ろ
ぼ
う
も
発
生

し
ま
す
。
気
が
緩
む
ス
キ
を
狙
わ
れ

ま
す
。
最
近
は
事
件
を
起
す
ほ
と
ん

ど
は
旅
の
者
で
す
。
人
を
疑
え
と
は

言
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の
時
代
、
最
低

限
、
家
の
玄
関
と
車
の
鍵
は
掛
け
る

べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。
盗
ま
れ
て
か

ら
で
は
遅
い
の
で
す
。
車
の
キ
ー
は

抜
い
て
い
ま
す
か
回

駐
在
所
連
絡

協
議
会
を
開
催

二
月
十
七
囗
、
ア
ル
ザ
ス
ニ
階

で
駐
在
所
連
絡
協
議
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
協
議
会
に
は
、
東
出
村

長
、
奥
本
助
役
を
け
じ
め
各
団
体

や
各
地
区
の
代
表
が
参
加
し
、
駐

在
所
に
対
す
る
要
望
や
地
域
の
安

全
に
つ
い
て
の
意
見
交
換
が
活
発

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

駐
鬲
臑
協
噐
貴
男

古

佐

井

地
区

能

登

昭

造

古

佐

井

地
区

蒔
田

正

利

古

佐

井

地
区

渋

田

昌

平

大

佐

井

地
区

島

野

芳

弘

大

佐

井

地
区

瀬
原

達

雄

大

佐
井

地
区

小

笠

原

忠

雄

原

田

地

区

加

藤

秀

夫

川

目

地

区

中

村

壽

藏

矢

越

地

区

川

畑

清

江

磯

谷

地

区

東

出

幸

夫

長

後

地

区

大

石

光

明

福

浦

地

区

田

中

明
正

牛

滝

地

区

中
西

正

役

場

総

務

課

渡

邊

隆

一

役
場
住
民
福
祉
課

佐

賀

公

栄

防

犯

指
導

隊

中

村

立
二

少
年
補
導
協
力
員

千

葉

英

雄

交

通

指
導

隊

東

出

大

漁
業
協
同
組
合

新

田

常

雄

老
人
ク
連
合
会

藤

田

重

良

奈
地

域

住
民

等

と
駐

在

所

の

パ
イ

プ

役

で

す

。

よ

ろ
し

く

お
願

い

し

ま

す

。



あ
な
た
の
一
票
を
大
切
に

四
月
は
二

つ
の
選
挙
が
行
わ
れ
ま
す
１・

★
青
森
県
議
会
議
員
一
般
選
挙

四

月

十

一

日
（
日
）
投
票

四
月
二
日（
金
）告
示

★
佐
井
村
議
会
議
員
一
般
選
挙

四
月
二
十
五
日
（
日
）
投
票

四
月
二
十
貝
火
）告
示

犬
切
な
一
票
を
む
だ
に
し
な
い
よ
う
、
次
の
こ
と

が
ら
を
よ
く
読
ん
で
忘
れ
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

Λ
青
森
県
議
会
議
員
一
般
選
挙
▽

◆
投
票
で
き
る
方

・
平
成
十
一
年
一
月
一
日
以
前
に
佐
井
村
に
住
民

登
録
を
し
た
方

・
昭
和
五
十
四
年
四
月
十
二
日
以
前
に
生
ま
れ
た

方

◆
不
在
者
投
票

①
日
時

四
月
二
日
窗
か
ら
四
月
十
日
出
ま
で

（
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
八
時
ま
で
で
す
。）

㈲
場
所

佐
井
村
役
場
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

Λ
佐
井
村
議
会
議
員
一
般
選
挙
▽

◆
投
票
で
き
る
方

・
平
成
十
一
年
一
月
十
九
日
以
前
に
佐
井
村
に
住

民
登
録
を
し
た
方

・
昭
和
五
十
四
年
四
月
二
十
六
日
以
前
に
生
ま
れ

た
方

◆
不
在
者
投
票

圉
日
時

四
月
二
十
日
㈹
か
ら
四
月
二
十
四
日
出

ま
で

（
時
間
は
午
前
八
時
三
十
分
か
ら

午
後
八
時
ま
で
で
す
。
）

㈲
場
所

佐
井
村
役
場
（
選
挙
管
理
委
員
会
）

Λ
ど
ち
ら
の
選
挙
に
も
共
通
す
る
こ
と
が
ら
∇

◆
不
在
者
投
票

投
票
当
日
、
次
の
理
由
で
自
ら
投
票
所
に
行
っ

て
投
票
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
方
は
、
不
在
者
投

票
を
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

①
仕
事
に
従
事
す
る
と
き
。

②
仕
事
以
外
で
、
投
票
区
域
外
に
外
出
、
旅
行

ま
た
は
滞
在
す
る
と
き
。

③
病
気
や
身
体
の
障
害
の
た
め
歩
行
が
困
難
な

①
出
稼
ぎ
中
の
と
き
。
（
出
稼
ぎ
地
か
ら
佐
井
村

選
挙
管
理
委
員
会
に
不
在
者
投
票
を
申
し
出

る
と
、
出
稼
ぎ
地
の
選
挙
管
理
委
員
会
で
投

票
で
き
ま
す
。
）

⑤
不
在
者
投
票
で
き
る
病
院
に
入
院
し
た
と
き
。

（
院
長
に
申
し
出
る
と
、
院
長
が
本
人
に
代
わ
っ

て
請
求
の
手
続
き
を
と
っ
て
く
れ
ま
す
。）

◆
投
票
場
所
と
投
票
時
間

左
の
表
の
と
お
り
で
す
。

◆
開

票

津
軽
海
峡
文
化
館
（
ア
ル
ザ
ス
）
し
お
さ
い
ホ
ー
ル
で
、
投
票
日
当

日
の
午
後
八
時
四
十
五
分
か
ら
行
い
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

佐
井
村
選
挙
管
理
委
員
会

（
役
場
総
務
課
内
）

昔
⑨
り乙
１
１
１

まずは投票。それからどうぞ。

◆投票場所と投票時間



全

国

出

稼

者

大

会

に

参

加

し

て

佐
井
村
季
節
労
務
者
協
議
会

会

長

長

後

雄

二

去
る
二
月
一
一
十
一
日
、
東
京
三
宅
坂
の
社
会
文
化
会
館
で
「
第

三
十
五
回
全
国
出
稼
者
大
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
東
北
六
県

と
新
潟
県
か
ら
の
参
加
者
の
面
持
ち
に
は
緊
張
感
が
あ
ふ
れ
て
い

ま
し
た
。

長
引
く
不
況
に
加
え

、
経
済
の
先
行
き
は
不
透
明
で
、
完
全
失

業
率
は
四
・
四
％
、
二
百
九
十
八
万
人
に
達
し
、
相
次
ぐ
企
業
倒

産
や
リ
ス
ト
ラ
に
よ
る
解
雇
に
よ
り
、
一
家
の
稼
ぎ
手
で
あ
る
世

帯
主
の
失
業
率
は
三

こ
二
％
と
過
去
最
悪
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

特
に
出
稼
者
の
立
場
は
極
め
て
厳
し
く
、
劣
悪
な
条
件
に
さ
ら

さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。
ま
た
、
公
共
事
業
の
見
直
し
と
抑

制
に
よ
り
就
労
の
場
が
大
き
く
失
わ
れ
、
賃
金
カ
ッ
ト
ニ
○
％
と

も
い
わ
れ
る
中
で
、
中
高
年
齢
者
へ
の
重
労
働
の
強
制
、
さ
ら
に

は
賃
金
不
払
い
の
可
能
性
す
ら
う
か
が
わ
れ
ま
す
。

主
催
者
あ
い
さ
つ
の
中
で
細
谷
昭
雄
会
長
は
「
真
剣
に
今
日
を

生
き
よ
う
と
し
て
い
る
人
々
の
暮
し
を
壊
し
て
い
る
現
実
を
見
せ

つ
け
ら
れ
る
の
は
悲
し
い
。
出
稼
者
の
現
実
も
そ
の
と
お
り
で
す
ご

と
事
故
死
し
た
出
稼
犠
牲
者
の
例
を
取
り
上
げ
ま
し
た
。

来
賓
あ
い
さ
つ
で
は
、
労
働
省
、
全
中
、
社
民
党
、
全
日
晨
、

中
央
労
農
市
民
会
議
、
顧
問
弁
護
士
、
港
町
診
療
所
な
ど
が
連
携

し
て
い
く
決
意
表
明
を
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
出
稼
者
の
諸
要
求
に
関
す
る
決
議
案
と
大
会
ア
ピ
ー

ル
を
満
場
一
致
の
拍
手
で
決
議
し
ま
し
た
。
な
お
、
佐
井
村
か
ら

山
本
秀
夫
、
長
後
雄
二
、
現
地
か
ら
は
佐
藤
武
雄
、
小
笠
原
源
一

の
四
氏
が
参
加
し
ま
し
た
。
ま
た
、
二
月
二
十
二
日
に
は
、
大
会

の
諸
要
求
に
つ
い
て
、
農
林
水
産
省
、
建
設
省
、
労
働
省
と
の
三

省
交
渉
を
行
い
、
各
県
を
代
表
し
て
本
県
か
ら
筆
者
が
参
加
し
ま

し
た
。

広
げ
よ
う
緑
の
輪

感
じ
よ
う

緑
の
風
と

森
の
さ
さ
や
き

緑
の
羽
根
募
金
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

緑
の
羽
根
募
金
は
、
昭
和
二
十
五
年
以
来
緑
化
推

進
運
動
の
一
環
と
し
て
、
み
な
さ
ん
か
ら
募
金
を
い

た
だ
い
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
七
年
六
月
か
ら
「
緑

の
募
金
」
と
し
て
生
ま
れ
変
わ
り
、
豊
か
な
自
然
が

さ
ら
に
広
が
る
こ
と
を
願
っ
て
、
基
盤
の
強
化
と
取

り
組
み
の
多
様
化
を
図
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

当
村
で
も
去
る
三
月
八
日
に
「
佐
井
村
緑
化
推
進

委
員
会
」
を
設
立
し
、
募
金
活
動
を
主
体
に
緑
化
運

動
を
精
力
的
に
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
し
て
い
ま

す
。
具
体
的
に
は
、
社
団
法
人
青
森
県
緑
化
推
進
委

員
会
が
行
う
緑
の
募
金
に
積
極
的
に
参
加
し
、
村
の

緑
化
や
森
林
整
備
な
ど
の
事
業
を
推
進
し
、
郷
土
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

最
近
は
、
自
然
環
境
を
保
全
す
る
森
林
の
重
要
性

が
再
認
識
さ
れ
、
募
金
活
動
の
意
義
が
今
ま
で
以
上

に
重
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
緑
の
募
金
で
は
、
こ

の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
必
要
な
事
業
な
ど
を
行

う
こ
と
に
し
て
お
り
、
募
金
で
集
め
た
総
額
の
四
十

五
％
は
村
に
交
付
さ
れ
、
緑
化
事
業
に
充
て
ら
れ
ま

す
。
」
募
金
の
方
法

○
募
金
箱
に
よ
る
募
金
・
家
庭
内
募
金

○
官
公
庁
・
学
校
・
企
業
な
ど
の
募
金

■
募
金
の
時
期

「
春
期
募
金
活
動
」

○
毎
年
四
月
一
日
か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で

○
家
庭
内
募
金
活
動
を
中
心
に
町
内
会
連
合
会
が

母
体
と
な
り
、
官
公
庁
、
学
校
、
企
業
な
ど
が

募
金
箱
に
よ
る
募
金
を
展
開
し
ま
す
。

「
秋
季
募
金
活
動
」

○
毎
年
九
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ま
で

○
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
の
募
金
活
動
を
行
い
ま
す
。

一

募
金
の
つ
か
い
み
ち

募
金
は
、
次
の
よ
う
に
、
様
々
な
森
林
づ
く
り
に

活
用
さ
れ
ま
す
。

○
植
樹
祭
、
緑
の
少
年
団
の
育
成
、
各
地
区
の
公

共
施
設
な
ど
へ
の
緑
化
木
の
配
布
。

■
募
金
の
主
体

佐
井
村
緑
化
推
進
委
員
会
（
村
緑
推
）
が
行
い
ま

す
。
村
緑
推
で
は
、
家
庭
内
募
金
を
一
戸
当
た
り

三
〇
〇
円
を
目
標
と
し
て
、
行
政
連
絡
員
及
び
補

貽
員
の
協
力
を
得
な
が
ら
回
収
し
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
主
旨
を
ご
理
解
い
た
だ
き
ご
協
力
く
だ

さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

村
緑
推
事
務
局
（
役
場
農
林
水
産
課
内
）



お知らせ

コーナー

国

民

年

金

保

険

料

四
月
は
最
終
納
付
月

平
成
十
年
度
分
（
平
成
十
年
四

月
か
ら
平
成
十
一
年
三
月
ま
で
）

の
保
険
料
の
納
付
は
、
四
月
末
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。

保
険
料
を
納
め
忘
れ
て
そ
の
ま

ま
に
し
て
お
く
と
、
将
来
受
け
る

年
金
が
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
、
保

険
料
の
納
め
忘
れ
が
な
い
か
ど
う

か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

Ａ
保
険
料
は
前
納
で
き
ま
す
Ｖ

国
民
年
金
に
は
、
前
納
制
度
が

あ
り
、
こ
れ
を
利
用
す
れ
ば
毎
月

納
め
る
手
間
が
省
け
、
納
め
忘
れ

の
心
配
も
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
上
、

保
険
料
が
割
り
引
き
さ
れ
る
の
で

お
得
で
す
。

今
年
四
月
か
ら
来
年
三
月
ま
で

を
一
括
し
て
納
め
る
と
、
三
千
八

百
五
十
円
も
安
く
な
り
ま
す
。

保

険
料

を

前

納

す

る
場

合

は

、

四
月

末

日

ま

で

に
手

続

き

を

し

て

く

だ

さ

い
。

■

問

い
合

わ

せ

佐
井

村

役
場

住
民

福

祉

課

公
⑩

り乙
―
↑
⊥
１

防

除

風

船

を

配

布

サ
ル

や

ク
マ

に

よ

る
被

害

サ

ル

、

ク
マ

、

カ

モ

シ

カ

や

ガ

ラ

ス

に

よ

り

農

作

物

や

樹
木

に

被

害

を

受

け

、

役

場

へ

報

告

さ

れ

た

農

家

の

み

な

さ

ん

に

、

防

除
風

船

「

グ
リ

ー
ン

ー
コ

ッ

プ
」

を

配

布

し

、

そ

の

効

果

を

調

べ

る
こ

と

に

な

り

ま

し

た

。

こ

の
風

船

は

、

動

物

が

嫌

が

る

に

お

い
を

染

み

こ

ま
せ

た

ポ
リ

エ

チ

レ

ン

製

の

も

の

で

、

全
国

各

地

で

試

験

的

に

使

用

が
始

ま

っ

て

お

り

、

既

に

市

販

さ

れ

て

い
ま
す

。

■

問

い
合

わ

せ

役

場

農

林

水

産

課

森

林

法

変

わ

り

ま

す

四
月
一
日
か
ら

「
森
林
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
法
律
」
が
、
こ
の
四
月
一
日
か

ら
施
行
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。こ
れ
に
伴
い
、
同
日
か
ら
次
の

事
務
手
続
き
が
変
更
さ
れ
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

●
伐
採
届
出
書
に
つ
い
て

地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ

て
い
る
民
有
林
（
保
安
林
、
保
安

施
設
地
区
を
除
く
。
）
の
立
木
を

伐
採
す
る
と
き
に
義
務
付
け
ら
れ

て
い
る
伐
採
届
出
書
の
提
出
先
が

村
へ
変
わ
り
ま
し
た
。

●
森
林
施
業
計
画
に
つ
い
て

森
林
施
業
計
画
の
認
定
申
請
書

の
提
出
先
が
、
村
へ
変
わ
り
ま
し

た
。な
お
、
対
象
と
す
る
森
林
の
区

域
が
二
以
上
の
市
町
村
に
わ
た
る

と
き
は
、
従
前
と
同
様
に
都
道
府

県

知

事

ま

た

は

農

林

水

産

大

臣

に

提

出

す

る

こ

と

に

な

り

ま

す

。

■

担

当

役

場

農

林

水

産

課

農

林

係

給

水

装

置

の

工

事

指

定

業

者

へ

水

道

法

の

改

正

に

伴

い

、

給

水

装

置

の

工

事

は

、

村

の

指

定

を

受

け

た

事

業

者

で

な

け

れ

ば

で

き

な

い

こ

と

に

な

っ

て

い

ま

す

。

本

年

三

月

一

日

現

在

、

村

が

指

定

し

た

事

業

者

は

次

の

と

お

り

で

す

（
追

加

で

指

定

し

た

事

業

者

に

つ

い

て

は

追

っ

て

お

知

ら

せ

し

ま

す

）
。

■

事

業

者

名

●

佐

井

村

・

㈲

東

出

水

道

設

備

音

⑨

ｎ
乙
Ｏ
（
Ｕ
びｎ
乙

・

㈱

細

川

建

設

音

⑩

ル
唾
１

０乙
１

●

大

間

町

・

㈲

下

山

設

備

公

⑤

り£
八び
冖ｎ
）
７

●

む

っ

市

・

睦

水

工

業

音
図

４

６

↑
⊥
９

・

㈱

菊

池

住

設

０
（
§
）＜^

Ｏ

Ｈ
（
＾

Ｉ

担

当

役

場

建

設

課

「グリーンコップ」 ▲畑で ▼山林で

む つ 科 学 技 術 館 だ よ り

★ 科 学 技 術 館 週 間（４／１２～１８）イベ ント

４／１８（１日）は 無 料 開 放 し ま す ／

●アニメ上映会「新・ジャングル大帝」「おじゃる丸」

●紙飛行機工作教室・競技会（１３：３０）

●探求コーナー

くわしい
こ と は ⑧２０９１へどうぞ

★４ ・５ 月の

コミュニケーションシアター

「炎 の不思議」「生き物大好き」

上映時間 １０：００・１２：００・１５：００
（１５分間）



青

年

の

船

・
女

性

の

船

団

員

募

集

■
青
森
県
青
年
の
船

・
実
施
期
間

八
月
三
十
日
（
月
）
か
ら

九
月
十
日
（
金
）
ま
で

・
訪
問
国

大
韓
民
国
（
釜
山
・
慶
州
・

ソ
ウ
ル
・
仁
川
）

中
華
人
民
共
和
国
（
天
津
・

北
京
）

・
募
集
人
員

概
ね
二
十
歳
か
ら
三
十
五
歳

ま
で
の
青
年

二
名

・
参
加
費
用

一
人

一
五
五
。
０
０
０
円

そ
の
他
、
旅
券
発
行
手
数
料

や
制
服
代
が
か
か
り
ま
す
。

・
研
修
内
容

講
義
、
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

各
種
行
事
、
訪
問

地
の
歴

史
・
文
化
施
設
視
察
、
訪
問

地
の
青
年
と
の
交
流
な
ど

一

青
森
県
女
性
の
船

・
実
施
期
間

九
月
十
日
（
金
）
か
ら

十
二
日
（
日
）
ま
で

・
航

程

青
森
港
～
東
京
港
晴
海
ふ
頭

（
現
地
解
散
）

・
募
集
人
員

概
ね
三
十
歳
か
ら
六
十
歳
ま

で
の
女
性

一
名

・
参
加
費
用

居

住

地

か

ら

青

森

ま

で

、

及

び

下

船

後

東

京

か

ら

帰
村

ま

で

の
旅

費

■

申

込

み

し

め

き

り

四

月

三

十

日

（
金
）

－

問

い
合

わ

せ

役

場

住

民

福

祉

課

海

の

幸

３

の

市

開

催

し

ま

す

早
朝

採

れ
た

て

の
新

鮮

な

魚

介

類
を

み

な

さ

ん

へ
提

供

し

好

評

の

「

海

の
幸

３

の
市

」

を

、

今

年

も

開
催

し

ま

す

。

む

つ
市

へ

お

い
で

の
際

は

、

お

立
ち

寄

り

く

だ

さ

い
。

■

と

き

四

月

三

日

か

ら

十

月

二

十
三

日

ま

で

の

、

毎

月

三

日

・

十

三

日

・
二

十

三

日

（

い

ず
れ

も
正

午

～

午
後

二

時

）

■

と
こ

ろ

む

つ
市

イ

ベ

ン
ト

広

場

（
ま

さ

か
り

プ
ラ

ザ
）

■

問

い
合

わ

せ

青
森

県

む

つ
水

産

事

務

所

昔
⑩

８

６

９（
）６

国

家

公

務

員

募

集

Ｉ

種

・
ｎ
１１
種

・
Ⅲ

種

人

事

院

で

は

、

次

の

と

お

り

国

家

公

務

員

採

用

試

験

を

行

い

ま

す

。

■

工

種

試

験

（
大

学

卒

業

程

度

）

・
申

込

期

間

四

月

二

日

（
金

）

か

ら

五

月

十

三

日

（
木

）

ま

で

・

第

一
次

試

験

日

六
月

十

三

日

（
旦

ｌ
ｎ

種
試

験

（
大

学

卒

業

程

度

）

・

申
込

期

間

１‐エ
種

試

験
と

同

じ

で

す

。

・

第

一
次

試

験

日

七

月

四

日

（
旦

一

Ⅲ

種
試

験

（
高

校

卒

業

程

度

）

・

申
込

期

間

六

月

二

十

三

日

（
水

）

か

ら

六

月

三

十

日

（
水

）

ま

で

・

第

一
次

試

験

日

九
月

五

日

（
旦

■

申

し

込

み

に

つ

い
て

申

込

用

紙

の
請

求

は
、

左

記

の

と

こ

ろ

へ
行

っ

て
く

だ

さ

い
。

な

お

、

郵

送

に

よ

る
申

し

込

み

の

場
合

は

、
申

込

期

間

の
最

終

日

の

消

印

ま

で

有
効

で

す

。

■

問

い
合

わ

せ

人

事

院

東

北
事

務
局
第
二

課

試

験

係

ａ

０

２

２

（
２

２

１
）

２

０

２

り乙

ご
ぞ
ん
じ
で
す
課
？

⑩

今
月
は
保

育

所

で
す
。

保
育
所
は
、
男
性
一
名
と
笑

顔
が
す
て
き
な
（
回
）
女
性
七

名
の
総
勢
八
名
の
職
員
が
、
い

つ
も
楽
し
く
仕
事
を
し
て
い
ま

す
。
子
ど
も
た
ち
二

∴
一
歳
、

三
歳
、
四
歳
、

五
歳
児
）
の
保

育
を
担
当
す
る

保
母
と
、
お
い

し
く
て
栄
養
バ

ラ
ン
ス
の
と
れ

た
食
事
を
心
が

け
て
い
る
調
理

員
か
ら
構
成
さ

れ
て
い
ま
す
。

当
所
で
は
、

六
十
数
名
の
子

ど
も
た
ち
を
す

こ
や
か
に
育
て

る
た
め
、
所
内

外
で
の
自
由
あ

そ
び
や
集
団
あ

そ
び
に
重
点
を

置
き
な
が
ら
、
「
楽
し
い
保
育

所
づ
く
り
」
を
モ
ッ
ト
ー
に
、

職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

例
え
ば
、
高
齢
社
会
が
進
む

中
で
、
お
年
寄
り
と
触
れ
合
う

場
を
設
け
よ
う
と
「
お
花
見
会
」

を
開
い
た
り
、
ふ
だ
ん
何
か
と

忙
し
い
お
母
さ
ん
と
一
緒
に
過

ご
す

「
親

子

遠

足

」

を

行

っ
て

い
ま

す

。
ま

た
、

村

の

豊

か
な

自

然

に

親
し

ん
で

も

ら

ヽ
つ

よ

つゝ

に
、

所

外

で

の

行

事

に
積

極

的

に
参

加

さ
せ

る

な

ど
、

保

育

内

容

に
工

夫

を

こ

ら
し

て
い
ま
す
。

少

子

化

時

代

に

あ

っ

て
、

保

育
所

の
果

た

す

役

割

は
ま

す

ま

す
大

き

く

な

る

も

の

と
考

え

て

い
ま
す
。
子
ど
も
た
ち
が
の
び

の
び
と
、
丈
夫
に
育
っ
て
い
く

こ
と
を
願
い
な
が
ら
、
こ
れ
か

ら
も
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
。



満１歳おめでとう／／

－－ －船 越 一 輝

くん

（博史・美佳）

古佐＃

Ｈ１０．４．１２生まれ

●－ ’Ｗ・ －田 澤 果 名 子

ち ゃ ん

（亮 一 ・ 真 紀 ）

古 佐 ＃

Ｈ１０．４ ．３０生 ま れ

３月８日から４月１０日まで

「ほくと」は定期検査のため運休します。

なお、４月１１日から夏期ダイヤ（２便運航）

となります。
問い合わせ

下北汽船佐井営業所

容⑩２５９０

戸籍の窓口 ３月１５日現在

○お誕生おめでとう

大畑 礼美（ 尚 ）古佐井

田中 理沙（正 喜）福 浦

Ｏご結婚おめでとう

（川 岸 均 大佐井

新 田 由り子 大間町

（石 川 寛 司 静岡県

金 沢 夕 貴 大佐井

（木 部 正 樹 原 田

濱 村 郁 子 大佐井

（高 坂 隆 幸 大佐井

野 崎 美 香 川内町

（大 石 光 仁 長 後

中 村 里 奈 大佐井

（東 出 尚 哉 大佐井

山 崎 貴 代 大佐＃

Ｏおくやみ申し上げます

松原 りゑ（ 豊 ）大佐井

田中粂三郎（し ま）福 浦

三戸 つき（重 一）大佐井

※個人のプライバシーを尊重する意

昧で、掲載して欲しくない方は、

届出の際、係に申し出てください。

佐井村の人口 ２月２８日現在

男 １，６２２ （＋３）

女 １，６２８ （＋４）

計 ３，２５０ （＋７）

世帯数 １，１１３ （＋２）

（ ）内は前月比

黹

集

後

記

卒
業
生
を
取
材
し
な
が
ら
、
当

時
の
自
分
の
夢
を
思
い
返
し
て
み

ま
し
た
。

「
バ
ス
の
運
転
手
に
な
り
た
か

っ
た
匹
小
学
生
の
頃
。
将
来
に
つ

い
て
漢
然
と
し
た
不
安
を
も
っ
て

い
た
、
多
感
な
中
学
時
代
。
学
校

の
先
生
に
な
ろ
う
と
し
て
い
た
高

校
三
年
の
春
…
…（
フ
、
こ
う
し
て

広
報
紙
を
手
が
け
て
い
る
と
は
、

全
く
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
こ
と

は
確
か
で
す
。
進
路
に
つ
い
て
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バス６片回数券 ５００円以上なら５枚の値段で６枚つい

てるとってもお得な＜ ６片 回数 券≫

【金券】も登場し、ますます便利になりました。

５０ ０ｎ・

以上のキップ

５ 枚

（の料金）

下北交通なら
６ 枚 分

（ついてます）
・ 決まった区間をご利用の方には【区間６片回数券】

ｌｊｕ？ｓ こｊ７；３１ＪｔｊｔＮ；ｒ こ ｊ？？：＊６＊１！：？塁

には，現金追加でご１１り用いただけます）

ど ち ら も と っ て も く お ト ク ≫ で す ／

６片回数券の『表紙』を捨てずに取つててね／

「表紙 」についている番号を 抽選発表し 、毎月３名様に

下北交通ツアー『楽し い旅み～ つけ』の割引券が当たります！

◆ 毎 月 １５ 日 に抽 選 の 上 、発 表 し ま す 。

◆ 発 表 場 所

むつバスターミ ナル・大畑出張所・野辺地出張所の各窓口

ご当選された方は、お近くの下北交通各窓口に「表紙」を

お持ちの上、毎月末日までにお引き替えください。

〒０３５－００４１むつ市金曲１丁目８番１２号
下 北 交 通 株 式 会 社

００１７５（２３）３１１１
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